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門
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

に
泊
ま
る
長
門
の
旅

の
二
企
画

。

　
普
段
お

客
様
の
お

宅
に
訪
問

す
る
と
き

や

、
会
社

で
作
業
す

る
時
な
ど

の
制
服
と

し
て

、
Ｔ

シ

ャ
ツ
を

新
た
に
作

り

、
先
月

末
か
ら
着

用
し
て
い

ま
す

。
・

あ
Ｔ
シ

ャ

ツ
の
色
は

２
色

、
天

草
の
海
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
ブ
ル
ー
と

、
グ

レ
ー

。
背
中
に
フ

ァ

ミ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の

ロ
ゴ
と
左
の
袖
に
は

あ
ま
く
さ
市
民
葬
祭

の
ロ
ゴ
が
そ
れ
ぞ
れ

入

っ
て
い
ま
す

。
皆

さ
ん
如
何
で
す
か
？

　
町
内
会
や
長
寿
会

地
域
の
各
種
団
体
の

方
な
ど

、
当
社
で
は

エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
書
き
方
や

、
終

活
に
関
す
る
お
話
な

ど

、
皆
様
の
元
へ
出

向
い
て
の

、
出
張
講

座
も
随
時
行

っ
て
い

ま
す

。
講
師
は
当
社

の
相
談
役
で

、
こ
れ

　
悠
々
倶
楽
部
で
は

２
０
１
６
夏
の
旅
行

企
画
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す

。
七

月

、
九
月
何
れ
の
ツ

ア
ー
も
定
員
は
十
八

名

、
受
付
は
先
着
順

で
定
員
に
な
り
次
第

募
集
を
終
了
い
た
し

ま
す

。
今
回
の
企
画

は

、
四
名
様
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
お
申
し

込
み
の
場
合

、
会
員

様
か
ど
う
か
に
関
係

な
く

、
全
員
が
会
員

価
格
で
ご
参
加
い
た

だ
け
る
特
典
付
き
ツ

ア
ー
で
す

。
参
加
を

ご
希
望
の
方
は

、
ま

ず
は
悠
々
倶
楽
部
ま

で
お
電
話
で
お
申
込

み
い
た
だ
く
と
お
席

を
確
保
致
し
ま
す

。

そ
の
後

、
旅
行
申
込

書
を
ご
記
入
い
た
だ

き
正
式
な
お
申
込
み

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い

。
ご
不
明
な
点
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら

、

事
務
局
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い

。

　
悠
々
倶
楽
部
で
は

２
０
１
６
夏
の
ス
ペ

シ

ャ
ル
ツ
ア
ー
二
企

画
を
発
表
し

、
会
員

の
皆
様
に
は
ふ
れ
あ

い
通
信
６
月
号
と
と

も
に

、
郵
送
を
行
い

ま
し
た

。

　
今
年
夏
の
旅
行
企

画
は

、
七
月
が
例
年

実
施
し
人
気

、
満
足

度
が
と
も
に
高
い
甑

島
全
島
め
ぐ
り
の
旅

で

、
九
月
が
山
口
の

新
た
な
観
光
名
所
を

取
り
入
れ
た

、
西
長

　
三
年
ぶ
り
の
参
議
院
議
員
選
挙
が
、
六

月
二
十
二
日
に
公
示
さ
れ
ま
し
た
。
参
議

院
議
員
の
任
期
は
六
年
、
三
年
ご
と
に
議

員
定
数
の
半
数
が
改
選
さ
れ
ま
す
。
今
回

の
選
挙
は
、
七
月
九
日
ま
で
選
挙
戦
が
展

開
さ
れ
、
十
日
が
投
票
で
即
日
開
票
さ
れ

深
夜
に
は
大
勢
が
判
明
す
る
予
定
だ
。
・

▼
今
回
の
選
挙
が
こ
れ
ま
で
の
国
政
選
挙

と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
年
齢
が
従
来
の
二
十
歳
か
ら
十
八
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
、

約
二
百
四
十
万
人
の
有
権
者
が
増
え
る
こ

と
と
な
り
、
高
校
生
の
一
部
も
選
挙
権
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
参
院
選
の
注
目

点
は
、
三
年
前
の
参
院
選
で
の
投
票
率
５

２
・
６
１
％
が
ど
う
変
化
す
る
か
、
と
い

う
点
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
・

▼
先
般
英
国
で
E
U
に
残
る
か
離
れ
る
か

の
国
民
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
英
国
民

の
意
思
は

「
離
脱
」
が
残
留
を
上
回
り
、

E
U
か
ら
離
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
件
が
経
済
面
な
ど
で
日
本
は
お
ろ
か

世
界
中
に
与
え
る
今
後
の
影
響
は
、
計
り

知
れ
な
い
と
は
い
え
、
悪
天
候
で
公
共
交

通
機
関
が
ス
ト

ッ
プ
す
る
な
ど
の
中
、
投

票
率
が
７
０
％
を
超
え
ま
し
た
。
日
本
で

行
わ
れ
た
国
政
選
挙
で
７
０
％
を
超
え
た

の
は
平
成
二
年
の
衆
院
選
が
最
後
、
二
十

年
以
上
投
票
率
は
低
迷
し
た
ま
ま
だ
。
。

▼
自
分
の
一
票
で
何
が
変
わ
る
？
、
た
だ

あ
な
た
の
一
票
が
な
け
れ
ば
何
も
変
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
一
人
お
ひ
と
り

の
意
思
表
示
の
結
果
が
、
国
の
未
来
を
描

い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
今
回
か
ら
加
わ

る
新
た
な
未
成
年
の
二
百
四
十
万
有
権
者

の
投
票
率
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
が

先
輩
有
権
者
で
あ
る
我
々
の
、
責
務
と
い

え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
甑
島
ツ
ア
ー
で
は

上
・
中
・
下
甑
の
全

島
を
回
る
の
が
当
ツ

ア
ー
の
特
徴
で

、
自

生
す
る
鹿
の
子
ゆ
り

や
美
し
い
海
の
景
色

海
鮮
を
中
心
と
し
た

美
味
し
い
お
食
事
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す

。

　
西
長
門
ツ
ア
ー
は

金
子
み
す
ゞ
記
念
館

や
青
海
島
で
は
遊
覧

船
か
ら
の
観
光

、
右

写
真
の
元
乃
隅
稲
成

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
に
お

食
事
に
観
光
な
ど
等

十
二
分
に
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す

。

ま
で
に
数
多
く
の
講

演
を
各
地
で
行

っ
て

き
ま
し
た

。
内
容
や

講
演
時
間
な
ど

、
皆

様
の
ご
要
望
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら

、
ご
遠

慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い

。
社
員
向
け
の

終
活
講
座
な
ど
企
業

向
け
の
講
演
も
ご
遠

慮
な
く
ご
相
談
を

。
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々
倶
楽
部
バ
ス
ツ
ア
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終活しませんか？
く ま も と

県民葬祭は

〒862-0923

熊本市東区東京塚町19番47号

生前予約の

メリットは？

安心 納得

トラブル防止

当社をご利用の際、生

前予約価格が適用され

ます。旅行などのご参

加も、会員価格でご参

加いただけます。

制服のＴ-シャツができました
あまくさ市民葬祭

悠
々
倶
楽
部

旅
行
参
加
者
募
集
中

☎３８６-１０５９

阿蘇の大自然に抱かれて永久の眠りを

南阿蘇自然葬の里、好評発売中

現在第三区画分譲中

良い場所はお早めに
210,000円

現地見学会開催中
お問い合わせはスタッフまで

４名様用ファミリータイプ

750,000円

出
張
講
座
も
ご
遠
慮
な
く

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方
、
終
活
な
ど
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会員募集中
バスツアー

（通年開催）

各種イベントなど

優待価格でご利用いただけ

お葬式でのご利用は予約価格となります

入会金は 10,000円 のみ

わりを決めて終
き活き暮らせます活

悠々倶楽部とは、くまもと県民葬祭の

生前予約者のサークルで、会員同士

の親睦を図ると同時に、各種イベント

や旅行等、人生を楽しく過ごすための

事業を行っています。

皆さんもいかがですか？

悠々倶楽部または入会に関するお問

合わせはスタッフまでお気軽にどうぞ


